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沖縄国際大学に墜落したヘリの事故処理作業を行なう米兵たち。 黄色い防護服を着た人物がふたりいるのは、

ヘリの回転翼の安全装置に使われていた放射性物質 (ストロンチュウム 90) が飛散したから。 
このあと米軍は数日間にわたって現場を封鎖し、作業と調査を行なったあと、機体の残骸とともに汚染され

た土を根こそぎ持ちさり、すべての証拠を隠ぺいした。 (本文巻頭写真：琉球新報) 
 
 
(30 頁) 
沖縄国際大学への米軍ヘリ墜落事件 
 
2004 年 8 月 13 日午後 2 時 17 分、沖縄国際大学の本館ビルに、米軍の CH53D 大型ヘリが墜落し、爆発炎

上しました。ヘリは墜落直前から壊れ始めており、墜落現場の沖縄国際大学とその周辺の商業ビルや民家に

は 50 カ所以上にわたり、多数の部品が飛散しました。 
 
猛スピードで飛び散ったヘリの部品は、バイクをなぎ倒し、中古車ショップの車を破壊し、民家の水タンク

に穴を開け、マンションのガラスを破り、乳児が眠る寝室のふすまに突き刺さりました。大事故にもかかわ

らず怪我人がでなかったのは、「奇跡中の奇跡」と、だれもが口をそろえてくり返すほどの大事故でした。 
さらに人びとに大きなショックをあたえたのは、事故直後、隣接する米軍普天間基地から数十人の米兵たち

が基地のフェンスを乗り越え、事故現場の沖縄国際大学構内になだれこんだことです。彼らは事故現場を封

鎖し、そこから日本人を排除しました。 
 


